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40２０１２春闘の焦点と交渉のポイント
定昇確保で決着、内需系は賃金改善の動きも

調査・解析部

　

二
〇
一
二
年
春
闘
は
、
各
社
の
回
答
日
が

集
中
す
る
三
月
の
ヤ
マ
場
を
越
え
、
大
勢
が

決
し
た
。
今
回
の
春
闘
で
は
、
相
変
わ
ら
ず

先
の
見
え
な
い
デ
フ
レ
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
停
止
に

伴
う
電
力
供
給
の
不
安
、
超
円
高
、
タ
イ
の

洪
水
、
欧
州
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
経
済
の

不
透
明
感
な
ど
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
国
内
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
労
使
交
渉
に
重
く
の

し
か
か
っ
た
。
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
（
定
期

昇
給
相
当
分
）
を
め
ぐ
る
労
使
の
攻
防
、
賃

金
改
善
に
よ
る
格
差
是
正
の
取
り
組
み
、
非

正
規
労
働
者
の
労
働
条
件
底
上
げ
、
六
〇
歳

以
降
の
雇
用
な
ど
労
働
協
約
に
関
す
る
協
議

―
―
な
ど
、
今
春
闘
の
焦
点
と
な
っ
た
い
く

つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
交
渉
経
過
と

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

１　

今
春
闘
で
の
全
体
的
な

交
渉
経
過

　

本
誌
二
〇
一
二
年
三
月
号
ト
ピ
ッ
ク
ス

〈
二
〇
一
二
春
闘　

産
別
組
織
の
闘
争
方
針

の
特
徴
〉
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
今
春
闘
で

の
組
合
側
の
賃
上
げ
要
求
は
、
連
合
の
金
属

産
業
労
組
を
は
じ
め
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分

（
定
昇
相
当
分
）
が
大
半
。
統
一
し
て
の
ベ

ア
・
賃
金
改
善
要
求
を
掲
げ
た
産
別
や
産
別

部
門
は
、私
鉄
総
連
（
ベ
ア
分
二
五
〇
〇
円
）、

Ｊ
Ｒ
連
合（
同
一
〇
〇
〇
円
）、Ｊ
Ｒ
総
連（
同

二
〇
〇
〇
円
）
と
基
幹
労
連
の
造
船
重
機
部

門
（
二
年
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
三
〇
〇
〇

円
）
な
ど
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

た
だ
、
全
体
的
に
は
、
賃
金
改
善
の
取
り

組
み
は
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
連
合
は
今

年
も
、
低
下
し
て
い
る
賃
金
水
準
を
復
元
す

る
と
し
て
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し

た
上
で
、
賃
金
も
含
め
た
多
様
な
取
り
組
み

で
、
一
％
を
目
安
に
適
正
な
配
分
を
求
め
て

い
く
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
各
産
別
も
、

産
業
・
企
業
規
模
間
格
差
、
産
業
内
格
差
の

是
正
や
、
賃
金
体
系
の
歪
み
を
是
正
す
る
必

要
の
あ
る
組
織
で
積
極
的
に
改
善
を
要
求
す

る
こ
と
と
し
、
産
別
本
部
や
大
手
単
組
が
そ

れ
を
支
援
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を
展
開
し

た
。

　

回
答
引
き
出
し
日
に
つ
い
て
、
連
合
が
最

大
の
ヤ
マ
場
に
設
定
し
た
の
は
三
月
一

四
日
と
一
五
日
。金
属
労
協（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ)

は
、
集
中
回
答
日
を
同
一
四
日
に
設
定
し
た
。

　

決
着
し
た
内
容
は
、
震
災
に
よ
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
問
題
や
タ
イ
の
洪
水
被
害
、

超
円
高
な
ど
が
打
撃
と
な
っ
た
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
で
は
、
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
と
し
て

一
様
に
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
。
業
績

が
明
暗
で
分
か
れ
た
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
だ

っ
た
が
、
春
闘
と
し
て
は
す
べ
て
の
組
合
が

賃
金
体
系
の
維
持
を
確
保
し
た
。

　

新
日
鐵
な
ど
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
、
賃

金
に
つ
い
て
は
定
昇
実
施
の
み
と
な
っ
た
が
、

両
立
支
援
関
連
の
原
資
投
入
で
は
筋
道
を
つ

け
た
。
二
年
を
一
つ
の
単
位
と
し
た
三
〇
〇

〇
円
の
賃
金
改
善
原
資
を
要
求
し
た
三
菱
重

工
な
ど
造
船
重
機
の
大
手
で
は
、
改
善
部
分

は
ゼ
ロ
回
答
に
終
わ
っ
た
。

　

統
一
ベ
ア
要
求
を
掲
げ
た
私
鉄
総
連
の
大

手
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ
Ｒ
総
連
も
ベ
ア
は
獲
得

で
き
ず
、
ゼ
ロ
回
答
・
定
昇
実
施
で
決
着
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
電
力
、
Ｊ
Ｐ
と
い
っ
た
鉄
道
以
外

の
公
益
産
業
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
確
保

と
な
っ
た
。

　

一
方
、
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
内
需
型
産

業
や
、
金
属
産
業
で
も
賃
金
格
差
・
歪
是
正

に
取
り
組
ん
だ
組
合
で
は
、
何
ら
か
の
賃
金

改
善
を
獲
得
し
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

　

連
合
が
三
月
三
〇
日
時
点
で
集
計
し
た
結

果
に
よ
る
と
、
集
計
組
合
数
一
三
一
四
組
合

（
対
象
組
合
員
数
一
二
六
万
八
九
九
八
人
）

の
平
均
賃
上
げ
額
は
、
平
均
方
式
（
加
重
平

均
）
で
五
三
五
三
円
で
、引
き
上
げ
率
は
一
・

八
二
％
だ
っ
た
。

　

引
き
上
げ
額
の
昨
年
比
は
プ
ラ
ス
四
八
円

（
〇
・
〇
三
ポ
イ
ン
ト
増
）。
昨
年
は
震
災

の
影
響
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
昨
年
と
も
比

べ
て
み
る
と
、
プ
ラ
ス
一
六
七
円
（
〇
・
〇

六
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
月
三
〇
日
ま
で
に
妥
結
し
た
組
合
（
二

一
九
七
組
合
）
の
な
か
で
、
賃
金
改
善
分
を

獲
得
し
た
組
合
数
は
二
八
八
組
合
で
、
そ
の

割
合
は
一
三
・
一
％
だ
っ
た
。

　

一
方
、
一
時
金
は
、
連
合
の
三
月
三
〇
日

現
在
で
の
集
計
で
は
、
年
間
で
の
回
答
平
均

（
一
〇
五
六
組
合
、
対
象
組
合
員
数
一
三
六

万
七
三
八
八
人
）
が
四
・
四
三
カ
月
で
、
昨

年
（
四
月
一
日
）
と
比
べ
〇
・
四
二
カ
月
分

ダ
ウ
ン
と
な
っ
た
。
最
終
的
な
回
答
平
均
は

こ
れ
よ
り
も
低
下
す
る
見
通
し
だ
。

　

こ
の
時
点
ま
で
の
大
手
企
業
の
一
時
金
回

答
を
概
括
す
る
と
、
各
社
の
業
績
状
況
か
ら
、

要
求
水
準
自
体
が
昨
年
を
下
回
り
、
回
答
の

水
準
も
そ
の
分
下
が
っ
た
形
と
な
っ
た
と
言

え
る（
次
頁
の
回
答
一
覧
表
を
参
照
）。
た
だ
、

震
災
か
ら
の
復
旧
に
対
す
る
組
合
員
の
貢
献

な
ど
も
強
く
求
め
た
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
は
満

額
回
答
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
誰
で
も
時
間
額
一
〇
〇
円
以
上
、

月
額
一
万
円
以
上
の
賃
金
引
き
上
げ
」
な
ど

の
要
求
を
掲
げ
る
、
全
労
連
と
純
中
立
労
組

で
つ
く
る
国
民
春
闘
共
闘
の
賃
上
げ
集
計

（
三
月
二
九
日
時
点
）
を
確
認
し
て
お
く
と
、

回
答
引
き
出
し
を
行
っ
た
二
〇
九
組
合
の
単

純
平
均
額
は
五
三
九
四
円
（
前
年
同
期
比
五

二
円
マ
イ
ナ
ス
）、率
は
一
・
八
〇
％
（
同
〇
・

〇
六
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ス
）
だ
っ
た
。
加
重
平

〈
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均
で
は
五
二
八
五
円（
同
一
七
五
円
プ
ラ
ス
）、

一
・
八
〇
％
（
同
〇
・
一
三
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ

ス
）。
七
〇
組
合
が
前
年
実
績
を
上
回
っ
て

い
る
。
単
純
平
均
額
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、「
小
規
模
単
組

の
回
答
が
昨
年
よ
り
厳
し
い
こ
と
が
反
映
し

て
い
る
」
と
い
う
。

　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
賃
上
げ
は
、
昨

年
同
期
よ
り
二
六
組
合
多
い
九
二
組
合
が
、

単
純
平
均
で
時
給
五
・
四
円
の
回
答
を
引
き

出
し
て
い
る
。

２　

定
昇
を
め
ぐ
る
攻
防
は

あ
っ
た
か

　

経
営
側
が
定
昇
に
切
り
込
ん
で
く
る
の
で

は
な
い
か
―
―
。
労
使
交
渉
が
本
格
化
す
る

前
哨
戦
の
段
階
で
は
、
組
合
側
に
警
戒
感
が

高
ま
っ
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
経
団
連
が
一
月
二
四
日
に

発
表
し
た
経
営
側
の
春
闘
指
針
で
あ
る
『
経

営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
』（
経
労
委
報
告
）

の
な
か
で
、
定
期
昇
給
に
つ
い
て
「
安
定
的

な
運
用
が
望
ま
れ
る
も
の
の
、
制
度
の
持
続

可
能
性
に
つ
い
て
労
使
で
絶
え
ず
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
、
定
期
昇
給
の
実
施
を
当
然
視

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
」（
第
三
章
五
九
頁
）、

「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
甚
大
な
影
響

を
受
け
た
企
業
や
、
円
高
の
影
響
な
ど
に
よ

っ
て
付
加
価
値
の
下
落
が
著
し
く
定
期
昇
給

の
負
担
が
と
り
わ
け
重
い
企
業
で
は
、
定
期

昇
給
の
延
期
・
凍
結
も
含
め
、
厳
し
い
交
渉

を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
可
能
性
も
出
て
こ
よ

う
」（
同
六
二
頁
）
と
の
見
解
を
示
し
、
定
昇

へ
の
疑
義
を
表
す
と
と
も
に
、
延
期
・
凍
結

の
可
能
性
を
示
唆
し
た
か
ら
だ
。

　

こ
れ
を
う
け
て
連
合
は
即
座
に
反
論
の
見

解
を
発
表
。
見
解
の
な
か
で
、
経
団
連
が
定

昇
に
踏
み
込
ん
だ
主
張
を
し
た
こ
と
に
対
し
、

「
こ
れ
は
、
労
働
条
件
の
不
安
定
化
を
も
た

ら
し
、
労
使
の
信
頼
関
係
を
も
揺
る
が
す
も

の
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
」
と
強

く
批
判
し
た
。

　

金
属
労
協
の
議
長
で
も
あ
る
西
原
浩
一

郎
・
自
動
車
総
連
会
長
は
一
月
二
六
日
、
電

機
連
合
中
央
委
員
会
で
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の

な
か
で
、「（
定
昇
制
度
と
は
）人
材
育
成
を
図

る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
根
っ
こ
か
ら
の

生
産
性
向
上
と
企
業
の
事
業
基
盤
を
支
え
る

人
事
制
度
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
踏
み
込
む
こ
と
は
断
じ
て
容
認
で
き
な

い
」と
述
べ
、経
営
側
の
動
き
を
け
ん
制
し
た
。

　

だ
が
、
実
際
に
交
渉
が
始
ま
っ
て
み
れ
ば
、

会
社
側
が
定
昇
に
切
り
込
む
場
面
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

三
月
一
四
日
、
金
属
労
協
の
集
中
回
答
日

に
記
者
会
見
し
た
西
原
議
長
は
、
金
属
大
手

組
合
で
の
交
渉
に
お
け
る
定
昇
を
め
ぐ
る
や

り
と
り
を
報
告
。「
定
昇
の
攻
防
を
め
ぐ
る

議
論
は
、
わ
れ
わ
れ
の
労
使
交
渉
で
は
焦
点

と
な
ら
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
う
え
で
、

「
む
し
ろ
今
春
闘
で
は
従
来
以
上
に
震
災
か

ら
の
復
旧
を
中
心
と
す
る
組
合
員
の
献
身
的

な
協
力
・
努
力
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
多

く
聞
か
れ
た
。
定
昇
制
度
を
土
台
と
し
て
築

き
上
げ
ら
れ
た
働
く
も
の
の
底
力
を
、
経
営

側
が
認
め
た
証
左
だ
」と
強
調
し
、
組
合
側

が
得
て
き
た
経
営
側
の
信
頼
感
に
対
し
胸
を

張
っ
た
。

　

た
だ
、
同
日
は
、
電
機
大
手
、
シ
ャ
ー
プ

の
賃
金
交
渉
に
関
す
る
同
日
の
全
国
紙
の
朝

刊
報
道
を
め
ぐ
っ
て
、
一
時
、
情
報
が
錯
綜

し
た
。
新
聞
記
事
の
中
で
、
正
式
回
答
前
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
で
は

す
で
に
「
定
昇
凍
結
」
の
方
向
と
な
っ
た
と

報
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

２０１２春季労使交渉の一時金回答及び前年実績

産別・労組名など 2012 年回答 2011 年実績

自動車総連� （年間）

トヨタ 5.0 カ月 +3 万円 5.0 カ月 + ７万円
日産 5.3 カ月 5.5 カ月
本田技研 5.0 カ月 5.0 カ月±α ( α =0.9)
マツダ 3.3 カ月 4.5 カ月
三菱自工 4.1 カ月 3.6 カ月 +α
スズキ 5.0 カ月 5.0 カ月
ダイハツ 5.0 カ月 +α 4.8 カ月 +α
富士重工 5.0 カ月 5.0 カ月
いすゞ 5.2 カ月 5.0 カ月
日野 5.0 カ月 4.7 カ月 +5 万円
ヤマハ発動機 4.8 カ月 4.5 カ月

電機連合� （年間）

日立製作所 1,580,832 円  5.28 カ月 1,586,820 円  5.30 カ月
日本電気 1,313,200 円  4.0 カ月 1,402,800 円  4.27 カ月
三菱電機 1,591,000 円  5.67 カ月 1,616,000 円  5.74 カ月
富士電機 1,419,900 円  4.5 カ月 1,358,065 円  4.42 カ月

基幹労連� （年間）

住友金属 1,300,000 円 1,500,000 円
神戸製鋼所 1,030,000 円 1,350,000 円

三菱重工 46.5 万円 +4 カ月
（含む生産協力金）

44 万円 +4 カ月
（生産協力金3万円含む）

ＩＨＩ 27 万円 +4 カ月 + 特別協
力金 3.5 万円

27 万円 +4 カ月 + 業績回
復協力金 5.5 万円

住友重機 5.1 カ月 +2 万円 4.9 カ月
三井造船 30 万円 +4 カ月 32 万円 +4 カ月
キャタピラージャパン 48 万円 +4 カ月 40 万円 +4 カ月
住友金属鉱山 1,810,000 円 1,890,000 円
三井金属 1,485,000 円 1,550,000 円
古河電工 3.87 カ月 1,201,000 円 4.23 カ月 1,317,000 円
住友電工 4.68 カ月 1,482,600 円 4.78 カ月 1,512,000 円

ＮＴＴ労組� （年間）

NTT 東、西、コミュニ
ケーションズ、持株、
ファシリティーズ、コ
ムウエア

1,343,000 円 1,343,000 円

NTT ドコモ 1,908,000 円 1,908,000 円
NTT データ 1,730,000 円 1,730,000 円

私鉄総連� （年間）

京急 ５カ月＋α ５カ月＋α
京王 4.5 カ月＋α 4.5 カ月＋α
東武 ４カ月＋α 春季は前年同様
東急 ４カ月＋α 夏は前年同実績
東京メトロ ４カ月＋α ４カ月＋α
名鉄 ４カ月＋α ４カ月
近鉄 ４カ月＋α 夏季 2.0 カ月＋α

阪急 基本給× 4.42 カ月＋家族
給分 基本給× 4.42 カ月

南海 4.85 カ月 前年同月数

ＪＲ関係

ＪＲ東日本 夏季手当　2.55 カ月 夏季手当　2.5 カ月
ＪＲ東海 夏季手当　2.9 カ月分 夏季手当　2.9 カ月分
ＪＲ西日本 年間臨給　5.3 月分 年間臨給　5.22 カ月
ＪＰ労組 年間 3.0 カ月 年間 3.0 カ月

注）業績連動方式を採用している労組は除く
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金
属
労
協
で
の
記
者
会
見
で
も
冒
頭
か
ら

こ
れ
に
関
す
る
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
確
認
を
求
め
ら
れ
た
上
部
団
体
の

電
機
連
合
・
有
野
正
治
委
員
長
は
「
正
式
に
、

ま
っ
た
く
そ
ん
な
話
は
入
っ
て
き
て
い
な

い
」
と
返
答
し
、
困
惑
し
た
表
情
を
浮
か
べ

た
。

　

春
闘
交
渉
で
は
す
べ
て
の
組
合
が
賃
金
体

系
を
維
持
し
た
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た

が
、
三
月
下
旬
に
な
っ
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
は
集

中
回
答
日
翌
日
の
一
五
日
か
ら
労
使
が
新
た

な
費
用
削
減
の
た
め
の
施
策
を
含
む
協
議
を

開
始
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
組
合
側

は
三
月
二
六
日
に
臨
時
の
中
央
委
員
会
を
開

催
し
、
経
営
側
か
ら
の
提
案
の
受
け
入
れ
を

正
式
に
決
め
た
と
い
う
。
同
社
で
は
賃
金
に

つ
い
て
、
昇
給
を
実
施
し
た
上
で
四
月
～
一

二
月
ま
で
賃
金
を
四
％
カ
ッ
ト
す
る
。

　

話
題
と
な
っ
た
シ
ャ
ー
プ
で
は
、
労
使
が

何
ら
か
の
人
件
費
対
策
の
協
議
を
開
始
し
て

い
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
稿

執
筆
時
点（
四
月
中
旬
）で
は
、
正
式
発
表
ベ

ー
ス
で
の
事
実
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

連
合
の
三
月
三
〇
日
付
の
集
計
で
は
、
妥

結
済
み
の
二
一
九
七
組
合
の
う
ち
、「
定
昇
相

当
分
確
保
未
達
成
」
は
三
七
組
合
で
、
割
合

は
全
体
の
一
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
（
全
体

に
は
状
況
不
明
の
組
合
三
六
五
組
織
を
含

む
）。
昨
年
同
時
期
が
二
・
〇
％
、
一
昨
年

同
時
期
が
二
・
七
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
割

合
で
み
れ
ば
今
年
が
定
昇
未
確
保
組
合
が
特

に
多
い
年
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

３　

今
春
闘
で
の
賃
金
改
善

の
要
求
と
成
果
獲
得
の
状

況
は

　

一
九
九
七
年
以
降
低
下
し
て
い
る
賃
金
水

準
を
復
元
す
る
た
め
、
連
合
は
二
〇
一
一
春

闘
か
ら
、
中
期
的
に
賃
金
水
準
を
復
元
、
格

差
是
正
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
訴

え
て
い
る
。
今
回
の
連
合
方
針
で
は
、
厚
労

省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
で
九
七
年
と
二
〇

一
〇
年
の
賃
金
水
準
を
比
較
し
て
、「
一
般
労

働
者
で
四
％
減
と
な
っ
て
い
る
」と
指
摘（
二

〇
一
一
闘
争
方
針
で
は
五
・
一
％
の
賃
金
差

が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
）。
そ
の

た
め
に
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
た

上
で
、
賃
金
や
企
業
内
最
低
賃
金
、
一
時
金

な
ど
多
様
な
取
り
組
み
で
、
昨
春
闘
に
引
き

続
き
、
一
％
を
目
安
に
適
正
な
配
分
を
求
め

て
い
く
と
し
た
。

　

経
団
連
は
、
こ
れ
に
対
し
て
真
っ
向
か
ら

反
論
。
連
合
が
指
標
と
す
る
現
金
給
与
総
額

は
、「
経
済
全
体
の
動
向
や
企
業
業
績
に
よ
る

変
動
が
大
き
い
」（
経
労
委
報
告
）と
し
、賞
与
・

一
時
金
を
除
く
給
与
で
は
九
七
年
と
比
べ
る

と
上
昇
し
て
お
り
「
労
働
側
に
よ
る
『
一
％

を
目
安
と
す
る
賃
金
改
善
』
の
要
求
根
拠
は

薄
弱
」
だ
と
指
摘
し
た
。

　

労
働
側
が
求
め
る
「
適
正
な
配
分
」
の
う

ち
、
賃
金
改
善
に
か
か
る
交
渉
の
結
果
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
。
三
月
三
〇
日
ま
で
に
妥

結
し
た
連
合
傘
下
の
組
合（
二
一
九
七
組
合
）

の
な
か
で
、
賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
た
組
合

数
は
二
八
八
組
合
。
そ
の
割
合
は
一
三
・
一

％
で
、二
〇
一
一
年
四
月
一
日
時
点
（
一
一
・

一
％
）、二
〇
一
〇
年
三
月
三
〇
日
時
点（
五
・

七
％
）
を
上
回
り
、
割
合
は
拡
大
傾
向
に
あ

る
。
連
合
全
体
と
し
て
賃
金
改
善
の
取
り
組

み
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

昨
春
闘
で
は
、
全
体
で
九
九
九
組
合
と
一

〇
〇
〇
近
い
単
組
が
何
ら
か
の
賃
金
改
善
を

要
求
し
た
金
属
労
協
。
今
春
闘
で
は
、
構
成

産
別
の
要
求
方
針
は
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の

確
保
が
中
心
と
な
っ
た
が
、
大
手
で
も
賃
金

改
善
分
を
獲
得
す
る
組
合
が
み
ら
れ
て
い
る
。

　

基
幹
労
連
・
非
鉄
部
門
の
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
労
組
は
、
交
替
手
当
の
改
善
を
求
め
、
増

額
を
獲
得
。
同
部
門
の
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属

労
組
も
、直
長
手
当
の
見
直
し
を
要
求
し
、同

手
当
を
新
設
す
る
と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

同
じ
基
幹
労
連
の
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
組

合
は
、
基
本
賃
金
で
の
改
善
要
求
は
見
送
っ

た
も
の
の
、
今
回
は
子
育
て
責
任
の
あ
る
組

合
員
に
配
慮
し
た
要
求
を
行
っ
た
。
新
日
鐵
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
住
友
金
属
、
神
戸
製
鋼

所
、
日
新
製
鋼
の
五
組
合
は
、
子
育
て
世
代

の
支
援
策
を
要
求
し
、
①
必
要
な
施
策
を
見

い
だ
す
こ
と
を
目
的
に
「
労
使
話
し
合
い
の

場
」
を
設
置
す
る
②
合
意
施
策
か
ら
順
次
実

行
す
る
③
必
要
な
財
源
を
投
入
す
る
―
―
こ

と
を
経
営
側
に
確
約
さ
せ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
傘
下
の
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
年

齢
別
最
賃
引
き
上
げ
に
伴
う
諸
課
題
へ
の
対

応
分
（
ス
キ
ル
の
高
い
中
途
採
用
者
の
処
遇

改
善
な
ど
）
と
し
て
六
〇
〇
円
の
改
善
分
を

獲
得
。
中
堅
・
中
小
登
録
組
合
で
は
、
同
じ

く
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
大
阪
機
工
が
六
〇
〇
円
の
ベ
ア

を
獲
得
し
た
。

　

両
労
組
の
回
答
日
は
、
と
も
に
三
月
一
三

日
と
、
大
手
先
行
組
合
の
回
答
が
示
さ
れ
る

集
中
回
答
日
の
前
日
。
両
労
組
の
よ
う
に
主

体
的
な
交
渉
を
展
開
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
中
堅
・
中
小
な
ど
で
も
、
他
組
合
の
回

答
に
左
右
さ
れ
ず
に
結
果
を
引
き
出
す
取
り

組
み
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
回
答
集
計
か
ら

み
て
と
れ
る
。

　

た
だ
、
金
属
労
協
の
中
堅
・
中
小
組
合
の

三
月
二
七
日
時
点
の
集
計
に
よ
る
と
、
回
答

を
得
た
一
三
二
組
合
の
う
ち
、
賃
金
改
善
を

獲
得
し
た
の
は
一
二
組
合
で
、
昨
年
同
時
期

よ
り
八
組
合
少
な
い
。
そ
も
そ
も
金
属
労
協

全
体
で
み
る
と
、
今
春
闘
で
賃
金
改
善
分
を

要
求
し
た
組
合
数
は
九
二
四
組
合
と
昨
年

（
九
九
九
組
合
）
を
下
回
る
。
そ
の
た
め
、

金
属
労
協
全
体
で
の
賃
金
改
善
の
取
り
組
み

の
総
括
と
し
て
は
、「
現
状
は
昨
年
よ
り
も
厳

し
い
」（
若
松
英
幸
事
務
局
長
）
と
な
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
昨
春
闘
は
三
三
三
組
合
が
何

ら
か
の
賃
金
改
善
を
獲
得
。
今
春
闘
は
、
こ

の
数
字
に
届
か
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

金
属
以
外
の
産
業
で
も
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン

同
盟
紡
績
関
連
で
は
、
東
洋
紡
績
や
カ
ネ
ボ

ウ
な
ど
で
一
二
〇
円
の
ベ
ア
を
獲
得
。
全
東

レ
は
海
外
勤
務
給
与
の
改
定
、
旭
化
成
は
海

外
旅
費
規
程
の
改
定
な
ど
を
引
き
出
し
た
。

　

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
業
界
で
も
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
傘
下
の
マ
ル
エ
ツ
労
組
（
ベ
ア
四

一
〇
円
）、ニ
ト
リ
（
同
一
〇
六
三
円
）
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
傘
下
で
は
西
友
労
組

（
同
九
七
円
）、
ラ
イ
フ
労
組
（
同
一
八
〇

六
円
）
な
ど
で
賃
金
改
善
分
の
獲
得
を
果
た

し
て
い
る
。

　

四
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
連
合
の
二
〇
一

二
春
季
生
活
闘
争
共
闘
推
進
集
会
で
、
あ
い

さ
つ
し
た
古
賀
伸
明
会
長
は
三
月
末
ま
で
の

賃
金
に
関
す
る
交
渉
結
果
に
つ
い
て
、「
多
く

の
組
合
が
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
、

加
え
て
、
賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
た
組
合
も

あ
っ
た
。
当
初
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
け
っ
し

て
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、賃
金
の
底
上
げ
、

底
支
え
と
い
っ
た
観
点
で
は
、
一
定
の
役
割

と
責
任
を
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
総

括
し
た
。

４　

内
需
型
産
業
は
輸
出
型

産
業
に
か
わ
る
牽
引
役
を

果
た
せ
た
か

　

今
春
闘
で
は
、
業
績
の
下
方
修
正
が
相
次

い
だ
金
属
関
連
の
製
造
業
な
ど
、
輸
出
型
産
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業
の
企
業
で
は
、
当
初
か
ら
難
し
い
労
使
交

渉
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

労
働
側
で
相
場
の
牽
引
役
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
の
が
、
内
需
型
の
産
業
や
復
興
需

要
で
業
績
を
伸
ば
し
た
業
種
だ
っ
た
。

　

五
つ
に
分
か
れ
る
連
合
の
「
共
闘
連
絡
会

議
」
別
の
回
答
結
果
を
三
月
三
〇
日
ま
で
の

回
答
集
計
で
み
る
と
、
▽
自
動
車
総
連
や
電

機
連
合
な
ど
が
所
属
す
る
「
金
属
」
が
平
均

賃
上
げ
額
五
六
二
二
円
で
、
昨
年
比
九
二
円

減
▽
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
繊
維
・
化
学
や

フ
ー
ド
連
合
な
ど
が
所
属
す
る
「
化
学
・
食

品
・
製
造
等
」
が
五
四
二
〇
円
で
同
九
九
円

増
▽
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
流
通
や
サ
ー
ビ

ス
・
流
通
連
合
な
ど
が
所
属
す
る
「
流
通
・

サ
ー
ビ
ス
・
金
融
」
が
五
三
八
一
円
で
同
七

二
円
増
▽
情
報
労
連
や
電
力
総
連
な
ど
が
所

属
す
る
「
イ
ン
フ
ラ
・
公
益
」
が
四
四
七
六

円
で
同
四
五
九
円
減
▽
運
輸
労
連
や
交
通
労

連
な
ど
が
所
属
す
る
「
交
通
・
運
輸
」
が
四

四
二
四
円
で
同
一
一
六
三
円
増
―
―
と
な
っ

て
い
る
。「
金
属
」
と
「
イ
ン
フ
ラ
・
公
益
」

が
前
年
比
ダ
ウ
ン
と
な
る
な
か
、「
化
学
・
食

品
・
製
造
等
」、「
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
・
金
融
」、

「
交
通
・
運
輸
」
は
前
年
比
ア
ッ
プ
と
明
暗

が
分
か
れ
た
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
連
合
の
須
田
孝
総

合
労
働
局
長
は
「
内
需
型
産
業
の
組
合
が
、

そ
こ
そ
こ
が
ん
ば
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
」
と
話
す
。
交
通
で
は
、
昨
年
は
震
災

の
影
響
で
要
求
す
ら
で
き
な
か
っ
た
組
合
も

多
か
っ
た
が
、
今
年
は
バ
ス
業
界
な
ど
が
復

興
特
需
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

　

内
需
型
産
業
を
含
め
、
交
渉
を
有
利
に
展

開
す
る
組
合
の
回
答
引
き
出
し
を
先
行
し
、

そ
の
情
報
を
産
別
・
単
組
間
で
情
報
共
有
し

て
、
相
場
形
成
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
て

い
こ
う
と
す
る
の
が
、
内
需
産
業
を
中
心
と

す
る
産
別
に
よ
る
「
有
志
共
闘
」
の
取
り
組

み
だ
。

　

同
共
闘
に
は
、
フ
ー
ド
連
合
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
、
自
治
労
全
国
一
般
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、

サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、
紙

パ
連
合
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
の
八
産
別
が

有
志
で
参
加
し
て
い
る
。
連
合
の
最
大
の
ヤ

マ
場
（
三
月
一
四
日
と
一
五
日
）
よ
り
前
に

賃
金
回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
組
合

の
回
答
額
な
ど
を
共
闘
内
で
開
示
・
共
有
し

て
、
相
場
に
波
及
効
果
を
与
え
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
だ
。

　

今
春
闘
で
は
、
八
産
別
に
所
属
す
る
組
合

の
う
ち
六
四
組
合
の
情
報
が
共
有
さ
れ
、
ヤ

マ
場
前
の
三
月
一
三
日
の
夕
方
に
、
回
答
を

引
き
出
し
た
組
合
名
と
引
き
出
し
額
が
発
表

さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
連
合
は
、
そ
れ
ら
が
書

き
出
さ
れ
た
ボ
ー
ド
を
前
に
記
者
会
見
を
行

っ
た
。
連
合
本
部
と
し
て
、
ヤ
マ
場
前
に
有

志
共
闘
の
回
答
引
き
出
し
に
関
す
る
会
見
を

行
っ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
ボ
ー
ド
に
掲
載
さ
れ
た
組
合
数
は
、

産
別
や
多
く
の
単
組
の
了
解
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
し
て
、
一
〇
組
合

に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
も
、
賃
金
改
善
を
獲

得
し
た
組
合
は
四
つ
し
か
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
。
会
見
に
同
席
し
た
有
志
共
闘
の
座
長

を
務
め
る
フ
ー
ド
連
合
の
江
守
孝
至
会
長
に

よ
る
と
、
妥
結
前
に
組
合
名
と
回
答
引
き
出

し
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
各
個
別
労
使

の
長
年
の
信
頼
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
難
し
い

面
も
あ
る
と
い
う
。

　

会
見
時
点
で
の
有
志
共
闘
に
参
加
し
た
六

四
組
合
の
平
均
の
定
昇
込
み
賃
上
げ
額
は
五

一
〇
九
円
で
、
ベ
ア
を
獲
得
し
た
組
合
の
平

均
純
ベ
ア
額
は
六
二
九
円
だ
っ
た
。

　

連
合
の
古
賀
会
長
は
会
見
で
、「
こ
こ
数
年

は
、
一
つ
の
産
業
が
相
場
を
引
っ
張
っ
て
い

く
時
代
で
は
な
い
。
今
年
の
場
合
は
、
こ
の

傾
向
が
よ
り
顕
著
に
な
る
中
で
、
有
志
共
闘

が
少
し
で
も
前
に
回
答
を
引
き
出
し
、
そ
の

実
績
を
社
会
に
開
示
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ

れ
以
降
、
後
に
続
く
組
合
の
交
渉
に
大
き
な

意
味
を
持
つ
」
と
前
向
き
に
評
価
し
た
。
以

前
の
よ
う
な
金
属
労
協
が
春
闘
を
リ
ー
ド
す

る
闘
争
パ
タ
ー
ン
が
見
込
め
な
い
な
か
で
、

新
た
な
相
場
づ
く
り
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出

し
た
動
き
と
言
え
そ
う
だ
。

５　

格
差
是
正
の
取
り
組
み

は
進
ん
だ
か

　

本
稿
で
冒
頭
、
記
し
た
よ
う
に
、
今
春
闘

で
連
合
は
、
大
手
労
組
の
多
く
が
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
分
確
保
の
要
求
に
と
ど
ま
る
な
か
、

格
差
改
善
な
ど
の
必
要
の
あ
る
中
小
を
中
心

と
す
る
産
別
に
対
し
、
積
極
的
に
賃
金
改
善

分
を
要
求
す
る
よ
う
促
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

大
手
労
組
に
は
中
小
労
組
の
後
方
支
援
を
求

め
た
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
連
合
方
針
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
組
合
が
共
闘
し

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
（
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課

題
）
と
し
て
、「
賃
金
制
度
の
確
立
・
整
備
と

賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
明
示
・
確
保
」
を
明

記
。
昨
春
闘
の
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
確

保
」
か
ら
、
賃
金
制
度
に
ま
で
踏
み
込
む
と

と
も
に
、
賃
金
カ
ー
ブ
も
単
に
確
保
す
る
だ

け
で
な
く
、
明
示
を
求
め
た
。
ミ
ニ
マ
ム
課

題
に
厚
み
を
持
た
せ
た
狙
い
に
つ
い
て
、
須

田
総
合
局
長
は
、「
仮
に
賃
金
制
度
の
な
い
と

こ
ろ
で
制
度
を
整
え
よ
う
と
な
れ
ば
、
他
の

人
事
諸
制
度
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ
整
理
し
て

い
か
ね
ば
ら
な
ら
ず
、
春
闘
で
求
め
て
数
カ

月
で
や
れ
と
い
っ
て
も
無
理
な
話
。
今
春
闘

で
ま
ず
、
会
社
に
賃
金
制
度
や
賃
金
カ
ー
ブ

が
今
ど
う
な
っ
て
い
て
、
今
後
ど
う
し
て
い

く
か
を
要
求
し
て
も
ら
い
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
う
」
と
話
し

て
い
た
。

　
「
中
小
共
闘
」
も
、
こ
の
方
針
に
呼
応
し
、

定
昇
制
度
の
な
い
組
合
に
そ
の
確
立
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
①
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分

を
算
定
可
能
な
組
合
は
、
そ
の
維
持
原
資
を

労
使
で
確
認
す
る
②
算
定
困
難
な
組
合
は
、

賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
と
し
て
四
五
〇
〇

円
を
要
求
す
る
③
賃
金
水
準
の
低
下
や
賃
金

格
差
、
賃
金
の
歪
み
な
ど
の
状
況
に
応
じ
、

賃
金
改
善
分
と
し
て
一
％
を
目
安
に
要
求
す

る
―
―
こ
と
を
掲
げ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
連
合
方
針
は
中
小
労
組
の

取
り
組
み
を
後
支
え
す
る
方
策
も
示
し
た
。

具
体
的
に
は
、
情
報
開
示
の
推
進
だ
。
類
似

の
産
別
で
構
成
す
る
五
つ
の
共
闘
連
絡
会
議

が
相
場
波
及
に
向
け
て
、
中
核
組
合
の
賃
金

水
準
と
賃
金
カ
ー
ブ
相
当
分
を
明
示
す
る
と

と
も
に
、
格
差
是
正
や
賃
金
体
系
整
備
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
目
的
で
共
闘
会
議
ご
と

に
設
定
し
た
各
産
業
の
代
表
・
中
堅
銘
柄（
労

働
者
の
職
種
、
年
齢
、
勤
続
の
賃
金
水
準
）

の
整
備
・
拡
大
を
図
り
、
デ
ー
タ
の
精
度
を

高
め
て
い
く
。
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
確
保

が
大
手
労
組
の
要
求
と
し
て
定
着
す
る
な
か
、

大
手
の
定
期
昇
給
相
当
分
の
具
体
額
を
明
ら

か
に
し
て
、
そ
れ
を
目
標
に
す
る
こ
と
は
、

中
小
労
組
の
交
渉
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と

考
え
た
も
の
だ
。

　

集
中
回
答
日
を
目
前
に
控
え
た
、
三
月
九

日
の
共
闘
連
絡
会
議
全
体
集
会
で
は
、
各
共

闘
会
議
を
代
表
す
る
中
核
組
合
（
三
八
五
組

合
）
の
カ
ー
ブ
維
持
分
や
賃
金
水
準
を
公
表
。

代
表
銘
柄
も
七
九
銘
柄
に
増
や
し
て
発
表
し

た
。

　

中
小
共
闘
の
妥
結
状
況
に
よ
る
と
、
三
月
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三
〇
日
時
点
で
五
二
四
組
合
が
決
着
し
て
お

り
、
妥
結
し
た
組
合
の
加
重
平
均
は
、
額
で

四
五
七
六
円
、
率
で
は
一
・
七
八
％
と
な
っ

て
い
る
。
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
と
位
置
づ
け

た
四
五
〇
〇
円
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
う
ち
四
五
・
九
％
。
今
後
、
よ
り
規
模

が
小
さ
い
単
組
の
交
渉
が
本
格
化
す
る
。

　

開
示
さ
れ
た
情
報
を
背
景
に
、
ど
こ
ま
で

目
減
り
を
抑
え
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
な
か
、
中
小
共
闘
セ
ン
タ
ー
は
四
月
三
日
、

賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
も
し
く
は
四
五
〇

〇
円
以
上
を
妥
結
ミ
ニ
マ
ム
基
準
に
設
定
し

た
。
そ
の
後
、
四
月
一
〇
日
公
表
の
集
計
で

は
、
八
八
二
組
合
が
妥
結
し
、
加
重
平
均
で

四
二
七
一
円
、
一
・
六
八
％
（
単
純
平
均
は

四
一
九
二
円
、
一
・
六
七
％
）
の
水
準
に
な

っ
て
い
る
。

６　

非
正
規
労
働
者
の
処
遇

改
善
は
進
ん
だ
か

　

連
合
方
針
で
は
、
非
正
規
労
働
者
を
含
む

す
べ
て
の
労
働
者
を
対
象
と
し
た
処
遇
改
善

が
、
今
春
闘
で
す
べ
て
の
組
合
が
取
り
組
む

「
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
」
の
一
つ
。

　

今
春
闘
で
は
、
七
年
目
を
迎
え
、
今
年
は

二
三
産
別
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
加
盟
四
組
織
含

む
）
が
参
画
す
る
パ
ー
ト
・
有
期
契
約
共
闘

を
中
心
に
、す
べ
て
の
産
別
が
参
加
す
る「
非

正
規
共
闘
」
を
強
化
す
る
と
し
て
、
①
正
社

員
転
換
ル
ー
ル
の
明
確
化･

導
入
②
昇
給
ル

ー
ル
の
明
確
化
③
一
時
金
の
支
給
④
通
勤

費
・
駐
車
料
金
、
慶
弔
休
暇
に
加
え
福
利
厚

生
全
般
⑤
正
社
員
と
同
様
の
時
間
外
割
増
率

適
用
―
―
と
い
っ
た
今
年
の
重
点
項
目
を
基

本
に
、
正
社
員
登
用
制
度
の
創
設
や
均
等
・

均
衡
待
遇
に
向
け
た
時
間
給
の
引
き
上
げ
な

ど
総
合
的
な
労
働
条
件
向
上
に
取
り
組
む
ほ

か
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
や
間
接
労

働
者
も
含
む
労
働
条
件
向
上
に
取
り
組
む
と

し
た
。

　

パ
ー
ト
・
有
期
契
約
共
闘
は
、
時
給
の
引

き
上
げ
で
は
、
①
「
誰
も
が
時
給
一
〇
〇
〇

円
」
を
め
ざ
す
②
単
組
が
取
り
組
む
地
域
ご

と
の
水
準
に
つ
い
て
「
県
別
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ

イ
ジ
」
を
上
回
る
よ
う
指
導
す
る
③
職
務
や

人
材
活
用
の
仕
組
み
が
正
社
員
と
同
じ
働
き

方
の
場
合
（
Ａ
・
Ｂ
タ
イ
プ
）
は
、
時
給
三

〇
円
＋
格
差
改
善
分
一
％
、
職
務
や
人
材
活

用
の
仕
組
み
が
正
社
員
と
異
な
る
働
き
方

（
Ｃ
・
Ｄ
タ
イ
プ
）
は
時
給
二
〇
円
増
＋
格

差
改
善
分
一
％
―
―
の
い
ず
れ
か
に
取
り
組

む
方
針
と
し
た
。
Ａ
と
Ｂ
の
違
い
は
、
Ａ
は

正
社
員
と
同
視
す
べ
き
パ
ー
ト
で
あ
り
、
Ｂ

は
職
務
と
人
材
活
用
の
仕
組
み
ま
で
が
同
じ

パ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
違
い
。
Ｃ
と
Ｄ
の
違

い
は
、
Ｃ
は
正
社
員
と
職
務
が
同
じ
で
あ
る

が
、
Ｄ
は
正
社
員
と
職
務
も
異
な
る
パ
ー
ト

を
さ
す
。

　

連
合
が
四
月
三
日
ま
で
に
集
約
し
た
パ
ー

ト
等
の
時
給
引
き
上
げ
の
状
況
を
み
る
と

（
時
給
換
算
可
能
組
合
の
み
）、
時
給
引
き

上
げ
を
要
求
し
た
組
合
は
二
七
七
組
合
で
、

要
求
額
の
平
均
は
二
六
・
一
七
円
。
こ
れ
に

対
し
て
、
妥
結
組
合
は
一
一
五
組
合
で
、
平

均
の
引
き
上
げ
額
は
一
五
・
八
四
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

引
き
上
げ
額
を
昨
年
同
時
期
の
実
績
（
二

〇
一
一
年
四
月
四
日
公
表
値
）
と
比
べ
る
と
、

四
・
〇
〇
円
上
回
り
、
一
昨
年
同
時
点
（
一

五
九
組
合
、
一
〇
・
九
五
円
）
と
の
比
較
で

も
四
・
八
九
円
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
社
員
の
仕
事
内
容
や
働
き
方
と
比
較
し

た
タ
イ
プ
別
に
み
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
タ
イ
プ
は

妥
結
し
た
二
八
組
合
の
平
均
で
一
七
・
八
三

円
、
Ｃ
・
Ｄ
タ
イ
プ
は
六
〇
組
合
の
平
均
で

一
五
・
四
四
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
非
正
規
共
闘
と
パ
ー
ト
・
有
期
契

約
共
闘
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
回
答
集
計

（
四
月
三
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
報
告
を
寄

せ
た
二
一
産
別
・
六
八
六
二
組
合
の
う
ち
、

何
ら
か
の
形
で
パ
ー
ト
・
有
期
契
約
、
派
遣

労
働
者
な
ど
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
組
合
は
二
三
三
九
組
合
と

な
っ
て
い
る
（
う
ち
、
パ
ー
ト
・
有
期
契
約

な
ど
直
接
雇
用
の
非
正
規
労
働
者
に
対
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
組
合
は
二
〇
〇
九
組
合
）。

　

集
計
結
果
の
中
で
、
パ
ー
ト
・
有
期
契
約

共
闘
が
二
〇
一
二
重
点
項
目
に
設
定
し
た
処

遇
改
善
の
取
り
組
み
状
況
を
み
る
と
、「
正
社

員
転
換
ル
ー
ル
の
明
確
化･

導
入
」
で
は
一

四
四
組
合
が
要
求
し
、
四
九
組
合
が
回
答
を

引
き
出
し
て
い
る
（
導
入
済
み
二
五
四
組
合
、

以
下
同
じ
）。「
昇
給
ル
ー
ル
の
明
確
化
」
で

は
、
七
四
組
合
が
要
求
し
二
〇
組
合
が
回
答

を
引
き
出
し
た
（
二
〇
五
組
合
）。

　

ま
た
、「
一
時
金
の
支
給
」
で
は
「
制
度
導

入
」
を
八
八
組
合
、「
支
給
」
を
一
七
六
組
合

が
要
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
九
組
合
、
八
六
組

合
で
回
答
が
あ
っ
た
（
一
四
四
組
合
）。

　
（
正
社
員
の
支
給
基
準
と
同
等
の
）「
通
勤

費
・
駐
車
料
金
」
に
つ
い
て
は
、
三
九
組
合

が
要
求
し
三
組
合
で
回
答
（
二
八
五
組
合
）。

（
正
社
員
の
支
給
基
準
と
同
等
の
）「
慶
弔
休

暇
」
で
は
六
〇
組
合
が
要
求
し
三
二
組
合
が

回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
（
二
五
四
組
合
）。

　
「
正
社
員
と
同
様
の
時
間
外
割
増
率
」
に

関
し
て
は
、
五
九
組
合
が
要
求
し
三
一
組
合

で
回
答
に
漕
ぎ
着
け
た
（
一
四
五
組
合
）。

　

重
点
項
目
で
は
な
い
が
、「
企
業
内
最
賃
の

協
定
化
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
六
八
二
組
合
が

要
求
を
行
い
、
三
七
四
組
合
で
回
答
を
引
き

出
し
た
（
一
〇
八
組
合
）。
パ
ー
ト
・
有
期

契
約
共
闘
で
は
「
未
組
織
非
正
規
へ
の
波
及

を
含
め
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
」（
斗
内

利
夫
・
同
共
闘
副
座
長
／
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同

盟
労
働
条
件
局
長
）
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
処
遇
改
善
項
目
に
つ
い
て
、
四

月
三
日
時
点
で
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
組

合
数
を
延
べ
で
数
え
る
と
（
一
つ
の
組
合
が

複
数
の
項
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
場
合
が
あ

る
）、
七
〇
四
組
合
と
な
る
。
こ
れ
を
昨
年

同
時
期
（
三
七
六
組
合
）
と
比
べ
る
と
二
倍

弱
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
連
合
の
須
田
総
合

局
長
は「
交
渉
成
果
の
拡
大
が
見
て
取
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
間
接
雇
用
に
焦
点
を
当
て
た
取
り

組
み
に
関
し
て
も
、「
派
遣
労
働
者
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
」
は
五
一
一
組
合
、

「
受
け
入
れ
の
事
前
協
議
や
社
会
・
労
働
保

険
の
加
入
な
ど
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守

の
会
社
側
へ
の
要
請
」
は
七
一
五
組
合
、「
派

遣
労
働
者
の
処
遇
改
善
」
は
九
三
組
合
が
実

施
（
予
定
も
含
む
）
し
て
い
る
と
い
う
。

　

主
要
産
別
ご
と
の
非
正
規
春
闘
の
賃
上

げ
・
処
遇
改
善
状
況
を
み
て
い
く
と
、
民
間

最
大
産
別
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
で
、
組
合

員
の
四
八
％
（
五
三
万
五
〇
〇
〇
人
）
を
占

め
る
パ
ー
ト
等
短
時
間
組
合
員
の
統
一
賃
闘

は
、
四
月
二
日
時
点
で
九
六
組
合
（
対
象
と

な
る
パ
ー
ト
等
短
時
間
組
合
員
は
二
七
万
一

〇
三
五
人
）
が
妥
結
に
至
っ
て
い
る
。

　

全
体
の
要
求
額
は
、
単
純
平
均
で
二
三
・

六
円
（
率
に
し
て
二
・
五
％
、
以
下
同
）、

加
重
平
均
で
一
六
・
二
円
（
一
・
九
％
）
に

対
し
、
妥
結
額
は
単
純
平
均
で
一
二
・
七
円

（
一
・
三
％
）
増
、
加
重
平
均
で
八
・
七
円

（
一
・
〇
％
）
増
と
、
前
年
に
比
べ
そ
れ
ぞ

れ
一
・
七
円
（
〇
・
一
％
）、
〇
・
五
円
（
〇
・

一
％
）
上
回
っ
て
い
る
。

　

田
村
雅
宣
・
副
書
記
長
は
「
大
手
で
伸
び

悩
ん
で
い
る
が
、
中
小
の
頑
張
り
で
例
年
並
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み
の
成
果
を
確
保
し
て
い
る
。
格
差
是
正
を

中
心
に
労
働
者
へ
の
分
配
で
一
％
程
度
の
賃

上
げ
を
要
求
方
針
に
据
え
て
お
り
、
中
小
の

正
社
員
で
成
果
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
パ

ー
ト
等
の
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
」
と
、
こ

の
状
況
を
分
析
す
る
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
ス
ー
パ
ー
等
が
所
属

す
る
流
通
部
会
（
平
均
時
給
は
単
純
平
均
で

九
三
八
円
、
加
重
平
均
で
八
七
五
円
）
で
は

単
純
平
均
二
三
・
四
円
（
二
・
六
％
）、
加

重
平
均
一
五
・
八
円
（
一
・
八
％
）
の
要
求

に
対
し
、妥
結
額
は
単
純
平
均
で
前
年
を
一
・

一
円
（
〇
・
一
％
）
上
回
る
一
一
・
六
円
（
一
・

二
％
）、加
重
平
均
で
〇
・
八
円
（
〇
・
一
％
）

上
回
る
八
・
三
円
（
〇
・
九
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

な
ど
外
食
産
業
等
が
所
属
す
る
フ
ー
ド
・
サ

ー
ビ
ス
部
会
（
単
純
九
一
〇
円
、
加
重
八
八

九
円
）
で
は
、
単
純
平
均
二
一
・
六
円
（
二
・

四
％
）、加
重
平
均
二
一
・
六
円
（
二
・
四
％
）

を
要
求
し
、
単
純
平
均
で
前
年
を
二
・
八
円

（
〇
・
三
％
）
上
回
る
一
二
・
四
円
（
一
・

三
％
）、加
重
平
均
で
〇
・
七
円
（
〇
・
〇
％
）

上
回
る
九
・
二
円
（
一
・
〇
％
）
で
妥
結
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
薬
品
販
売
や
介
護
産
業
等
が
所

属
す
る
生
活
・
総
合
産
業
部
会
（
単
純
一
〇

六
二
円
、
加
重
一
〇
四
〇
円
）
で
は
、
単
純

平
均
二
七
・
六
円
（
二
・
六
％
）、
加
重
平

均
一
八
・
一
円
（
一
．
八
％
）
を
要
求
の
と

こ
ろ
、
妥
結
額
は
単
純
平
均
で
前
年
を
四
・

三
円
（
〇
・
三
％
）
上
回
る
二
〇
・
二
円
（
一
・

九
％
）、加
重
平
均
で
三
・
四
円
（
〇
・
五
％
）

下
回
る
一
五
・
七
円
（
一
・
五
％
）
と
な
る

な
ど
、「
正
社
員
組
合
員
の
妥
結
状
況
に
準
じ
、

フ
ー
ド
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
や
生
活
・
総
合
産

業
部
会
の
頑
張
り
が
目
立
つ
」（
田
村
副
書
記

長
）
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

パ
ー
ト
等
短
時
間
組
合
員
を
正
社
員
と
の

職
務
や
人
材
活
用
の
仕
組
み
・
運
用
等
の
異

同
に
応
じ
て
分
類
し
た
タ
イ
プ
別
に
み
る
と
、

（
正
社
員
と
職
務
も
人
材
活
用
の
仕
組
み
・

運
用
が
違
う
）
タ
イ
プ
Ｃ
は
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
（
Ａ
ラ
ン
ク
四
円
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
ラ
ン
ク

各
一
円
）
増
分
が
織
り
込
ま
れ
や
す
い
こ
と

か
ら
、「
一
〇
三
万
円
な
ど
の
就
業
調
整
を
行

う
短
時
間
組
合
員
の
多
い
タ
イ
プ
Ｂ
（
正
社

員
と
職
務
は
同
じ
だ
が
人
材
活
用
の
仕
組

み
・
運
用
が
違
う
）
の
取
り
組
み
の
健
闘
が

顕
著
」（
同
）
だ
と
い
う
。

　

そ
の
他
の
産
別
で
は
、
回
答
引
き
出
し
状

況
が
例
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
い
る
模
様
だ
が
、

フ
ー
ド
連
合
で
は
、「
標
準
評
価
以
上
の
契
約

社
員
の
昇
給
額
表
を
書
き
換
え
五
円
引
き
上

げ
た
」
事
例
や
、「
契
約
・
パ
ー
ト
社
員
に
対

す
る
特
例
一
時
金
を
要
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二

万
円
、一
万
円
の
支
給
を
獲
得
し
た（
比
較
：

正
社
員
三
万
円
）」
事
例
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

　

間
接
雇
用
を
対
象
と
す
る
取
り
組
み
で
は
、

「
派
遣
労
働
者
の
相
談
（
特
に
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
）
に
応
じ
ら
れ
る
相
談
窓
口
を
設

置
」（
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
）
や
、「
派
遣
労

働
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
補
助
」（
労
済
労
連
）
を
実
現
さ
せ
た
事
例

が
あ
る
。

７　

六
〇
歳
以
降
雇
用
で
は

労
使
で
法
改
正
に
先
行
す

る
流
れ
が
つ
く
れ
た
か

　

労
働
協
約
関
連
の
協
議
事
項
で
、
今
春
闘

の
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
六
〇
歳
以
降
の
雇

用
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
報
酬
比
例
部
分
の

厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
を
う
け
、
厚
生
労
働
省
で
は
希
望

者
全
員
を
六
五
歳
ま
で
雇
用
す
る
よ
う
義
務

づ
け
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
高
齢
法
）

の
改
正
案
を
三
月
九
日
に
国
会
に
提
出
し
た
。

　

連
合
は
今
春
闘
方
針
に
、
希
望
者
全
員
を

対
象
と
し
た
六
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
と
す

る
労
働
協
約
の
締
結
を
図
る
こ
と
を
盛
り
込

み
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
な
ど
の
産
別
で
は

賃
金
交
渉
に
並
行
し
て
、
希
望
者
全
員
の
継

続
雇
用
を
求
め
て
協
議
し
た
（
本
誌
二
〇
一

二
年
三
月
号
ト
ピ
ッ
ク
ス
参
照
）。

　

だ
が
、
改
正
法
案
が
ち
ょ
う
ど
国
会
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
大
勢
は
、
交
渉

期
間
で
は
結
論
が
出
ず
、
春
闘
後
も
継
続
し

て
協
議
す
る
結
果
と
な
っ
た
（
た
だ
し
、
後

述
す
る
Ｉ
Ｈ
Ｉ
な
ど
、
個
別
に
は
制
度
構
築

ま
で
到
達
し
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
）。

　

電
機
連
合
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
は
、
組
合

側
の
要
求
趣
旨
や
法
改
正
の
動
向
を
踏
ま
え

て
、
労
使
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
で
合
意
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
も
、
春
闘
交
渉
で
は
、
最
低
限
、
制

度
を
議
論
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
ミ
ニ
マ

ム
基
準
に
し
て
矛
を
お
さ
め
た
。
あ
る
組
合

幹
部
は
、「（
法
改
正
を
間
近
に
控
え
て
い
る

こ
と
も
あ
り
）
今
回
は
経
営
側
の
姿
勢
は
相

当
か
た
く
な
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

自
動
車
総
連
で
は
、
六
〇
歳
以
降
の
雇
用

に
つ
い
て
は
今
年
の
秋
闘
で
協
議
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

基
幹
労
連
も
協
議
は
こ
れ
か
ら
本
格
化
さ

せ
る
方
針
。
だ
が
、
造
船
重
機
メ
ー
カ
ー
の

う
ち
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
選
択
定
年
制
の
導
入
を
妥

結
。
三
菱
重
工
は
六
五
歳
ま
で
の
選
択
制
定

年
延
長
問
題
で
高
齢
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て

改
め
て
協
議
す
る
こ
と
を
、
日
立
造
船
は
再

雇
用
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
の
継
続
協
議
を
、

そ
れ
ぞ
れ
妥
結
し
た
。

　

連
合
の
集
計
に
よ
る
と
、
三
月
三
〇
日
現

在
で
「
希
望
者
全
員
の
六
五
歳
ま
で
の
雇
用

確
保
措
置
」
を
要
求
し
た
件
数
は
一
一
八
七

件
で
、
回
答
・
妥
結
に
ま
で
至
っ
た
件
数
は

三
二
二
件
と
な
っ
て
い
る
。
連
合
で
は「（
制

度
に
関
す
る
）
一
定
の
枠
組
み
が
示
さ
れ
た

の
は
ご
く
少
数
。
法
案
提
出
の
報
道
が
流
れ

て
か
ら
、
交
渉
が
止
ま
っ
た
」（
須
田
総
合
局

長
）
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
六
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
以
外
の

労
働
協
約
関
連
項
目
の
主
な
動
向
に
つ
い
て

み
る
と
、
労
働
時
間
関
連
で
は
、
連
合
集
計

（
三
月
三
〇
日
現
在
）
で
、「
所
定
労
働
時
間

の
短
縮
」（
六
九
二
組
合
が
要
求
、
九
九
組
合

で
回
答
・
妥
結
）や
、「
割
増
率
の
引
き
上
げ
」

（
九
七
四
組
合
が
要
求
、七
六
組
合
で
回
答
・

妥
結
）
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
鉄
鋼
総
合
メ
ー
カ
ー
（
基

幹
労
連
）
各
社
が
「
労
使
話
し
合
い
の
場
」

で
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
協
議
を

継
続
す
る
こ
と
で
妥
結
。
同
じ
く
基
幹
労
連

の
非
鉄
総
合
メ
ー
カ
ー
で
も
、
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
が
休
日
割
増
率
四
〇
％
で
決
着
し
た
ほ

か
、
住
友
金
属
鉱
山
と
三
井
金
属
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ

Ａ
で
継
続
協
議
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て

も
、
電
機
連
合
の
中
央
闘
争
組
合
（
一
四
組

合
）
が
月
額
一
〇
〇
〇
円
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
統
一
要
求
し
、
五
〇
〇
円
を
獲
得
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
水
準
は
一
五
万
四
五

〇
〇
円
（
一
八
歳
見
合
い
）
と
な
る
。
Ｊ
Ａ

Ｍ
傘
下
の
山
武
も
一
〇
〇
〇
円
の
引
き
上
げ

（
新
水
準
は
一
五
万
四
〇
〇
〇
円
）
を
実
現

さ
せ
て
い
る
。


